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	 ふるさと尺の内公園は，国道 54 号線沿いにあり，木次工業団地の隣りにある．こ
う表現すると，野鳥や自然とはイメージが結びつきにくいかもしれないが，一方では

丘陵地の山林に隣接しており，約 2.7haの園内には３つの池と小川が整備され，多種
多様な樹木が植えられている．そして，当財団はこの公園を野生動植物の生息場所と

して提供できるよう整備と維持管理を行っている． 
	 もう少し公園のある環境について概説してみると，公園敷地の標高は約 80ｍで，丘
陵地はもっとも高いところでも 140ｍ余りであり，里地地域に属する．その丘陵地は，
かつては里山林としてよく利用されていたと見られ，現在の植生図を見ると，この地

域の本来の植生であるスダジイやタブノキなどの生える照葉樹林はほとんどがアベマ

キ・コナラ群落に置き換わり，スギ・ヒノキの植林も入り混じっている． 
	 では，こうした環境にはどのような野鳥が生息しているだろうか．人の営みのすぐ

隣にある山林（丘陵地）と，そこに整備された公園にはどのような鳥が見られるだろ

う．身近にあってよく目にするような場所ではあっても，やはり実際に調べてきちん

と記録に残しておきたい．それは，公園を野生動植物の生息場所としても提供できる

よう維持管理していく上で必要な情報でもある．そのような考えから，毎月１回の定

期調査が始まった． 
	 その定期調査は，2005年６月から始まり，現在も続いている．毎回，午前中のほぼ
同じ時間に公園と隣接する丘陵地を歩き，目視または鳴き声から種を確認し，その数

を記録する方法である．その結果，９年間（2014年６月現在）で 78種を記録してい
る．調査地は樹林がおもな環境であるため，スズメ目の小鳥類が多いが，ダイサギや

アオサギ，オシドリ，カワセミやヤマセミといった水辺に見られる鳥のほか，フクロ

ウやハイタカなどの猛禽類も記録は少ないが観察されている．そして，一年を通して

見られる種，夏あるいは冬などの季節毎に見られる種，一時的に飛来したと考えられ

る種というように，調査回数を重ねることで観察時期が把握できるようになり，記録

される頻度も比べることができるようになってきた．中には，園内と丘陵の林内の両

方で多く観察 
される種もあれば，どちらかに出 
現頻度が偏る種があることや，記 
録が減ってきたと見られる種があ 
ることもわかってきた． 
	 このように，同じ場所で同じ方 
法による観察を続け，記録を残す 
ことで見えてくることがある．こ 
れらのことは，野生生物の保護や 
自然環境の保全を考える上で，実 
はいちばんの基礎であり重要なこ 
とと考えられる． 


